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認
知
症
と
は

認
知
症
と
は

　

日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
の
人
は
、

２
０
２
５
年
に
約
７
３
０
万
人
に
達
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
５
人
に
１
人

と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
に
は
い
く
つ

か
種
類
が
あ
っ
て
初
期
症
状
や
原
因
が
異
な
り

ま
す
が
、
約
60
〜
70
％
と
最
も
多
く
を
占
め
る

の
が
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
で
、
主
な

発
症
リ
ス
ク
は
加
齢
で
す
。

　

こ
の
病
気
は
記
憶
力
や
注
意
力
の
低
下
と

い
っ
た「
も
の
忘
れ
」が
初
期
症
状
と
し
て
現
れ
、

進
行
す
る
と
日
付
や
住
所
、
電
話
番
号
が
わ
か

ら
な
く
な
り
、
金
銭
管
理
や
家
事
が
で
き
な
く

な
る
な
ど
、
他
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

原
因
は
、
脳
内
に
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
（
Ａ
β
）」

と
い
う
異
常
な
タ
ン
パ
ク
質
が
蓄

積
さ
れ
、
脳
の
神
経
細
胞
を
破

壊
さ
せ
る
た
め
で
す
。
Ａ
β
は

認
知
症
の
症
状
が
出
る
10
〜
20

年
前
か
ら
脳
内
に
蓄
積
し
始
め

ま
す
。（
表
１
参
照
）

２
０
２
３
年

２
０
２
３
年
1212
月
に
月
に

新
薬
登
場

新
薬
登
場

　

現
在
、
認
知
症
を
根
本
的

に
治
す
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

２
０
２
３
年
12
月
に
新
薬
が
登

場
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
薬
（
レ
カ
ネ
マ
ブ
）
は
脳
内
か
ら
Ａ
β
を
取

り
除
き
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
、
認
知
機
能

の
低
下
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
薬
を
投
与
で
き
る
の
は
「
軽

度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）」
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
軽
度
の
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
進
行
進
行

が
進
ん
で
い
な
い
段
階
で
投
与
し
な
け
れ
ば
、
効効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
表
２
参
照
）

投
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検
査

投
与
の
適
応
と
検
査

　
レ
カ
ネ
マ
ブ
を
投
与
す
る
た
め
に
は
、
以
下
以
下
の

検
査
が
必
要
で
す
。

❶
認
知
機
能
検
査

❷
髄
液
検
査
ま
た
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
行
い
、
い
、

脳脳
内
の
Ａ
β
を
定
量
化
し
て
確
認

❸
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
脳
の
出
血
や
浮
腫
が
な
い
か

確
認

　

こ
れ
ら
の
検
査
結
果
を
も
と
に
、
治
療
適
応

か
ど
う
か
を
医
師
が
判
断
し
ま
す
。
治
療
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
際
の
投
薬
方
法

実
際
の
投
薬
方
法

　

投
薬
はは
２
週
間
に
１
回
、
約
１
時
間
か
け
てて

点
滴
静
滴
静
注
を
行
い
ま
す
。（
当
院
で
は
）
初
回

投
与
投
与
時
の
み
、
１
泊
入
院
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
回
目
の
投
与
後
や
定
期
的
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ

をを
撮
影
し
、
副
作
用
の
有
無
や
薬
の
効
果
を
確

認
しし
ま
す
。
投
与
期
間
は
最
大
で
18
ヶ
月
、
回

数
はは
36
回
が
原
則
で
す
。

早
期
発
見
と

早
期
発
見
と

早
期
治
療
の
重
要
性

早
期
治
療
の
重
要
性

　
レ
カ
ネ
マ
ブ
を
投
与
で
き
る
人
は
限
ら
れ
ま
す

が
、
認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要

で
す
。
新
薬
の
登
場
に
よ
り
、
早
め
の
受
診
を

意意
識
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、早
め
に「
も

の
忘
れれ
外
来
」
な
ど
の
専
門
外
来
の
受
診
を
心

が
けけ
ま
し
ょ
し
ょ
う
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

新
し
い
薬
に
つ
い
て
そ
の
効
果
と
注
意
点

新
し
い
薬
に
つ
い
て
そ
の
効
果
と
注
意
点

ド
ク
タ
ー
に
聞
き
ま
し
た
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